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総合実力診断模試 システムアーキテクト試験 Vol.1 講評と採点基準 

2011 年 8 月 17 日 (株)アイテック 商品開発本部 

 

■ 全体講評 

 午後Ⅰ記述式問題では，問 1 以外の解答率は高いとい

う状況を根拠に，学習が予定どおりの進捗である受講生

が多いと判断します。 
 問 1 は，計算における条件の見落としが多かったよう

です。4 問中，最低の選択率と正答率という状況です。 
 問 2 は，選択率の高い問題でした。高得点者と低得点

者に明確な差が生じるという状況です。 
 問 3 は平成 19 年秋のアプリケーションエンジニア試

験の本試験問題で，選択率の高い問題です。得点につい

ては30点台から40点台まで平準化しているという状況

です。 
 問 4 は組込みシステム分野からの出題です。本試験で

は，比較的難易度の低い問題が出題される傾向がありま

すが，今後，難易度が上昇する余地があるので，本試験

で選択する際には，注意が必要です。選択率は低いです

が，正答率は高いという状況です。 
 採点して気付いた点を次に説明します。 
 

①キーワードやキーセンテンスを意識して解答を書く 

本試験では複数の採点者が午後Ⅰを採点します。その

場合，採点基準が作成されますが，公平に採点するため

に，キーワードを含むか否かで採点するケースが多いと

考えるのが妥当でしょう。その結果，内容が合っていて

も得点できない解答もあります。解答に盛り込むキーワ

ードを意識して解答を書くようにしましょう。 

なお，各問題の設問のキーワードについて留意するも

のがある場合は，講評や採点基準に明記しています。 
②設問の条件を満足する解答を導く 
 設問の条件を満足しない解答は部分点もないと考え

てください。特に「～の観点から」は注意しましょう。 
③問題文にある漢字を間違った字で解答欄に書かない 
 論述式問題でも同じです。 
④略字を書かない 
 年に 1 度の試験です。慎重に解答を書くようにしてく

ださい。門構えなどを略さないようにしましょう。 
⑤問題を適切に選択する 

 選択の漏れ，点数記入欄に○を記入している解答者が

います。選択漏れ，選択方法に誤りがないように，しっ

かりと問題冊子をチェックしましょう。 

「解答へのキーワードの盛り込み」の重要性を実感し

てもらうために，採点基準を厳しく設定して採点してい

ます。おおむね内容が正解例と合っているのに得点でき

ていない解答については，採点基準と解答を照らし合わ

せて改善点を確認してください。 
 次に午後Ⅰ記述式問題の各問についての講評，設問を

絞り込んだ講評，及び採点基準について説明します。 
 
■ 問題ごとの講評と採点基準 

問１ Web 受注システムの基盤設計 

【講評】 

 自分の書いた解答の趣旨が正解と合っているにもか

かわらず，得点できていないことがあります。そのよう

なケースを回避するためには，書こうとする解答に関連

するキーワードやキーセンテンスが問題文にないかを

確認することが重要です。もし，関連するキーワードが

あれば，それを使って解答を作成します。 
例えば設問 3 (1)では，〔可用性要件〕に「2 台以上用

意する冗長構成を採用」と記述していることから，「可

用性要件の満足」という解答を導きます。また，設問 3 
(2)では，〔可用性要件の見極め〕にある「運用性を向上

させるためにサーバ数を減らしてほしい」という記述か

ら「運用性が向上する」という解答を導きます。 
 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例と同じとき各 5 点，その他は，基本的に 0 点と

しました。 
［設問２］ 

解答例と同じとき各 4 点，その他は，基本的に 0 点と

しました。 
［設問３］ 

（1）｢可用性要件｣を必須とし，解答例と同様の趣旨で

あれば 8 点，その他は，基本的に 0 点としました。 
（2）｢運用性の向上｣を必須とし，解答例と同様の趣旨

であれば 8 点，その他は，基本的に 0 点としました。 
［設問４］ 

（1）｢システムの限界｣，｢達成した性能要件｣と必須と

し，解答例と同様の趣旨であれば 8 点，その他は，基

本的に 0 点としました。 
（2）解答例と同様の趣旨であれば 8 点，その他は，基

本的に 0 点としました。なお，｢8 時間前｣という記述

がない解答については 4 点としました。 
 

合格への本当のノウハウ！ 
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問２ 配送管理システムの設計 

【講評】 

 問題文の展開に沿って解答を導くようにしてくださ

い。設問 1 (1)の空欄 bあるいは空欄 c，更に空欄 d では，

｢配送開始日｣が正解になります。表の項目番号⑥の記述

から，受付日の翌々日と配送開始日は同じであることが

分かります。したがって，空欄 b あるいは空欄 c，加え

て空欄 d については，｢受付日の翌々日｣も解答として導

くことができます。 
しかし，表の項目番号⑥の記述があるので，それ以降

の記述は，｢配送開始日｣だけを使うと考えてください。

｢配送開始日｣については，厳しいですが，｢受付日の翌々

日｣という別解はなしとしました。 
 考えた解答がうまく当てはまらない場合は，解答すべ

き箇所が間違っていると考える方法も効果的です。設問

1 (3)空欄 f,g は件数，空欄 h,i,j はサイズに関する穴埋め

です。これを逆にしてしまい，空欄 f,g はサイズ，空欄

h,i,j は件数に関する穴埋めと考えた解答が多くありま

した。空欄 f,g の間の記号に等号がない点が，正解を導

くポイントになります。このように，「解答すべき箇所

を入れ替えたりするとうまく当てはまることはないか」

という確認が効果的の場合もあります。 
 
【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例と同じとき 3 点，その他は，基本的に 0 点

としました。 
（2）解答例と同じとき各 3 点，その他は，基本的に 0
点としました。 

（3）解答例と同じとき各 3 点，その他は，基本的に 0
点としました。 

［設問２］ 

｢郵便番号別・配送可能日別業者クラス｣を必須とし，

解答例と同様の趣旨であれば 8 点，その他は，基本的に

0 点としました。 
［設問３］ 

（1）解答例と同じとき 4 点，その他は，基本的に 0 点

としました。 
（2）解答例と同じとき 4 点，その他は，基本的に 0 点

としました。 
［設問４］ 

（1）解答例と同じとき 4 点，その他は，基本的に 0 点

としました。 
 
問３ 顧客管理支援システムの設計 

【講評】 

 高得点するためには，問題文の詳細度に合わせて解答

を作成することが重要です。具体的には，設問 3 におい

て，｢重点区分と重点区分変更日を更新する｣という解答

がありました。これでは，高得点できません。なぜなら

ば，〔業務終了後のテーブル更新処理の設計内容〕の(2) 
③に「重点区分が“重点”の場合は，該当の顧客付加レ

コードの重点区分を“通常”とし，重点区分変更日を本

日とする更新を行う」と書かれているため，このレベル

に合わせて解答を記述することで満点が得られるから

です。 
 
【採点基準】 

［設問１］ 

解答例と同じとき各 3 点，その他は，基本的に 0 点と

しました。 
［設問２］ 

解答例と同じとき 5 点，その他は，基本的に 0 点とし

ました。 
［設問３］ 

解答例と同様の趣旨であれば 6 点，その他は，基本的

に 0 点としました。ただし，｢重点区分が“通常”の場

合は｣のない解答は 3 点としました。 
［設問４］ 

（1）解答例と同じとき各 2 点，その他は，基本的に 0
点としました。 

（2）解答例と同様の趣旨であれば各 3 点，その他は，

基本的に 0 点としました。 
［設問５］ 

解答例と同じとき各 3 点，その他は，基本的に 0 点と

しました。 
 
問４ ハンディナビゲーションシステムの分析 

【講評】 

 問題文にキーワードがないかを確認してから，穴埋め

問題の解答を書き込みましょう。設問 5 の空欄 e と空欄

f の正答率が低いです。問題文の前半部分である〔製品

概要〕の(4)と(5)に，正解となるキーワードが書かれて

います。したがって，空欄部分とキーワードが書かれて

いる部分が離れていることが正答率の低い原因の一つ

と考えられます。設問の後半で問題文の前半部分の記述

にヒントのある設問構成は，本番試験でも採用するケー

スがあります。最後の設問を解く際には，この点に留意

しましょう。 
 
【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例と同じとき各 3 点，その他は，基本的に 0
点としました。 
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（2）解答例と同様の趣旨であれば 7 点，その他は，基

本的に 0 点としました。 
［設問２］ 

解答例と同様の趣旨であれば 4 点，その他は，基本的

に 0 点としました。 
［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨であれば 7 点，その他は，基

本的に 0 点としました。 
（2）解答例と同様の趣旨であれば 4 点，その他は，基

本的に 0 点としました。 
［設問４］ 

解答例と同様の趣旨であれば 7 点，その他は，基本的

に 0 点としました。 
［設問５］ 

解答例と同じとき各 3 点，その他は，基本的に 0 点と

しました。 
 
■ 公開模試に向けて 

 午前Ⅰ・Ⅱ多肢選択式問題対策では，テキスト学習を

併用しながら，過去問題を中心に勉強し，情報技術に関

する最新動向に関する専門知識を専門雑誌などから吸

収するようにしましょう。 
 午後Ⅰ記述式問題対策では，去年の本試験問題，シス

テムアーキテクト試験に該当するアプリケーションエ

ンジニア試験の過去問題に加えて，ソフトウェア開発技

術者試験や応用情報技術者試験の午後Ⅰの過去問題に

ついても，演習時間を決めて演習するとよいでしょう。 
 午後Ⅱ論述式問題対策では，設問アで述べた内容を踏

まえて設問イやウで論旨展開する方法，工夫や能力のア

ピール方法をテキストなどで確認して，論文における実

務経験や専門知識の活用方法を身に付けるとよいでし

ょう。問題によっては，設問アで対象業務の特徴を明示

して，設問イやウで｢～という対象業務の特徴を踏まえ

て｣と書くことで，論旨展開の一貫性をアピールするこ

とができます。 
なお，解答用紙に，設問ア，設問イ，設問ウをどこか

ら論述開始するかについて明確な指示があります。試験

開始までの空き時間に，問題冊子の注意事項とともに，

解答用紙の各ページの注意事項を確認して論述を開始

するようにしましょう。 
 

－以上－ 
 
 
 
 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF004e0069006b006b006500690020005000720069006e00740069006e006700200049006e0063002e0020004a006f0062006f007000740069006f006e00200066006f00720020004f00660066006900630065002000760031002e0030>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


